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GREEN×EXPO 2027の

概要、背景、テーマ
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GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会） 開催概要

１都３県では初の万博
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正式略称   ： GREEN×EXPO 2027

開催期間   ： 2027年３月19 日(金) ～ ９月26日(日)

開催場所   ： 神奈川県横浜市・旧上瀬谷通信施設

参加者数   ： 1,500万人(有料来場者数： 1,000万人以上)

出展国数   ： 70の国・国際機関

公式ロゴマーク 公式マスコットキャラクター



地球規模の課題解決への貢献を目指して
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➢ これまで日本で開催された博覧会は、国際的な議論の先駆けとして、地球規模の課題解決に向けたアクショ
ンを促してきた。現在、世界各国が、2030年の目標に向けて、取組を進めている。

➢ GREEN×EXPO 2027は、ターゲットイヤーである2030年に向けて、世界が直面する地球規模の課題解決へ
挑戦する。



GREEN×EXPO 2027 背景
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地球が直面する危機がもたらす私たちの暮らしへの影響

地球温暖化、生物多様性の喪失、自然災害の増大、海洋の酸性化…など、

地球で、私たちが暮らしていくために必要な９つのカテゴリの内、

６つのカテゴリで既にその限界値を超えてしまっています。

９

３
９

６
９

４

約15年で2倍と急速に加速

地球のSOS、それは、私たちの暮らしのSOS。

これからの暮らし、暮らす街、環境のあり方は大きな転換点。

【プラネタリー・バウンダリーがもたらす私たちの暮らしの危機（一例）】

猛暑 豪雨・洪水被害 健康被害 食料危機 水不足

プラネタリー・バウンダリー（地球の限界）

Source：https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html



GREEN×EXPO 2027 テーマ
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幸せを創る明日の風景
Scenery of the Future for Happiness

GREEN×EXPO 2027のテーマは「幸せを創る明日の風景」です。

昨今、世界の多くの人々が、

プラネタリー・バウンダリー（ 地球の限界）を意識し、

これからの私たちの幸せな生き方を模索し始めています。

そこで基本となるのは、

Nature-based Solutions＝自然を活用した解決策、という考え方。

私たちが生きる地球環境の基盤である自然、植物への理解を深め、

私たちもその一部として、

共に明日へと生きていくための方法論です。

自然・人・社会が「共に持続するための最適解」

を神奈川・横浜の面積約100haの開催地で描きます。



※建物の形状、配置を含め、本図は現時点でのイメージです

GREEN×EXPO 2027
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会場の環境特性

２



上瀬谷の土地特性
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⚫ かつての武蔵国と相模国の国境であり、水の流れが東京湾（帷子川流域）と相模湾（境川流域）へ
と分かれる尾根上にあたる



博覧会会場計画地
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博覧会会場区域



グリーンインフラの実装イメージ

⚫ 本園芸博では、既存の自然環境や生物多様性を保全・活用し、グリーンインフラを基軸

とした会場計画を推進。

⚫ ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現に向け、本園芸博を通じてグリーンインフラ

等の取組を発信するとともに、自然界における資源の循環（自然の循環）を推進。

⚫ 同時に本園芸博における物質循環を促進し、サステナビリティを推進することが重要。

出典：博覧会協会「サステナビリティに関する取組み：サステナビリティ戦略」

グリーンインフラを基軸とした会場計画と自然の循環
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https://expo2027yokohama.or.jp/about/sustainability/


GREEN×EXPO 2027 の事業構造
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会場整備における取組
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概要 ◼ グリーンインフラの導入

各種戦略等での
行動計画

◼ 生物多様性の保全
（サステナ戦略参照）

調整状況・
今後の動き

◼ 自然環境ポテンシャルを取り入
れた会場計画を推進
➢ 取組の一部としてバイオスウェ

ルを計画。バイオスウェルは
「雨の道」とも呼ばれる洪水を
防ぐ仕組みであり、自然災害の
防止は間接的に生物多様性保全
につながる

グリーンインフラの導入状況

出所：国際園芸博覧会協会「２０２７年国際園芸博覧会基本計画」

バイオスウェル（雨の道）
場内に降った雨水が集まり、地中へゆっく
りとしみ込んでいくことで、河川への負荷
を軽減

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2023/01/kihonkeikaku.pdf
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水• 緩やかな起伏のなかで、相沢川
と和泉川が流れています。

和泉川

相沢川



相沢川周辺
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⚫ 都市におけるグリーンインフラとしての農の価値

⚫ 一部の水田を継承するとともに、湿地、草地、河畔林等の整備により、これまで以上に多様な生物
をはぐくむ環境を創出

※掲載画像はイメージです。また、施設配置・概要は今後変更となる可能性があります。



15

緑• 樹林、湿地、草地、畑地など
多様な緑の環境があります。



SATOYAMA Village
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⚫ 市民が主役、市民の力でチャレンジしていく環共市民の活動フィールド

⚫ 新規植栽と既存樹木により、市民の森から続く緑のネットワークを確保

※掲載画像はイメージです。また、施設配置・概要は今後変更となる可能性があります。

■和泉川沿いの谷地形
緩やかに下がる谷地形であり、蛇行する和泉川
に沿って変化のある風景を創出している

■市民の森
会場東端にある市民の森は、会場のどこにい
ても遠景として眺めることができ、会場を緑
で縁取るスカイラインを提供している



出展／展示構想

３
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会場（計画図）

Urban GX
Village

Craft 
Village Kids 

Village

Farm & Food 
Village

メインゲート

テーマ館

園芸文化館

メインガーデン

屋内出展

自治体出展

政府出展

国際出展

主催事場

UR都市機構

SATOYAMA 
Village

※建物の形状、配置を含め、本図は現時点でのイメージです
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展示における取組
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概要 ◼ 環境・生態系テーマの展示

各種戦略等で
の行動計画

◼ 公式ウェブサイトでの情報発信
（C&E計画参照）

調整状況・
今後の動き

◼ 展示にて、生物多様性の損失や気候変動等
への危機感、自然と人とのつながりを取り
上げることを検討中
➢ テーマ館展示

最新の映像技術と展示技術を用いて、植物の
真の姿とともに、地球の限界に対する自然を
活用した解決策を知る展示を検討中

➢ 屋外展示
Village等のコンセプトに沿って、植物と人
のつながりを感じる植栽、体験プログラム、
ワークショップ等を検討中

➢ 園芸文化展示
日本の誇る伝統園芸植物を通じて、人と植物
のつながりとともに、多様な植物資源を未来
に継承する必要性を知る展示を検討中

テーマ館や園芸文化展示の構想
と進捗状況

出所：「GREEN×EXPO 2027 開催まであと2年 主要施設の展示内容など最新の会場計画を発表」、「開催500日前！政府出展、テーマ館等の準備状況を紹介（2025年10月作成）」

園芸文化展示では、伝統園芸
植物を通じて、人と植物のつ
ながりを考える機会とするた
めのコンテンツを検討

テーマ館では、植物の真の姿
を通じて、人と植物のつなが
りを考える機会とするための
コンテンツを検討中

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/press_20250321.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg
https://www.youtube.com/watch?v=55LBPemFcCg


政府出展

※建物の形状、配置を含め、本図は現時点でのイメージです
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国土交通省・農林水産省提供
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国際出展
参考：2023年ドーハ園芸博覧会
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世界各国が、園芸や農文化、環境とのかかわりを反映した庭園を出展予定
22



GREEN×EXPOへの参加

４
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参加メニュー一覧
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花・緑出展
※受付終了※

Village出展
※受付終了※

催事参加

営業参加
※受付終了※

出展

海外出展協力

園芸品種や庭園など
花き園芸や造園技術を表現

Villageコンセプトに沿って
各企業等のビジョンやテク

ノロジーを表現

テーマ営業出店

一般営業出店

その他の参加

プロジェクト協賛

テーマ館プロジェクト
一般協賛

会場整備プロジェクト

協賛

寄附金 人材支援

寄附金・人材支援ほか

来場参加
（入場券購入）

ライセンス
商品の

製造・販売

24

機運醸成プロジェクト

暑熱対策プロジェクト



GREEN×EXPOの価値を共創／発信する協賛
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▼開催意義を展開するテーマ館 ▼ナイトショーや夜間演出での価値発信

▼魅力発信に直結する修景演出

▼博覧会テーマに沿ったフォーラム

▼次世代につながる学習プログラム・市民参加



催事参加（募集中（１月30日締め切り））
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「多様な文化と価値観の共有」、
「賑わいの創出と交流の促進」、
「地域や国際社会への貢献」など
多様な主体が持つ個性や経験を活
かしながら、来場者や参加者が感
動を得られるような催事を広く募
集します。



市民参加（今後募集予定）
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Urban GX
Village

Craft Village
Kids Village

Farm & Food 
Village

SATOYAMA 
Village

メインゲート

テーマ館

園芸文化館

メインガーデン

屋内出展

自治体出展

政府出展

国際出展

主催事場
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博覧会の
私たちの明日の風景を創る、

これまでにない博覧会の風景を

ともに描いていきましょう。
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